


























































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 47 号（2020 年 3 月 6日）
備状況は各都道府県によるところが大きく，例えば，教育用コンピュータ１台当たりの
児童生徒数においても最大で1.8人 /台～最小で7.5人 /台とかなり大きな格差が生じて
いる。
　人とものとお金がなければ，充実した教育はなかなか進まないのが常である。情報教
育並びに個別最適化された学びの提供を目指すのであれば，学校現場の ICT化および
ネットワーク環境の施設設備の整備は急務と思われる。一人１台パソコンによるさまざ
まな教育展開を実現させるためにも重要なことと考える。
　４）専門教科・科目による必履修教科・科目の代替について
　次期学習指導要領総則第２款３（２）イ（イ）に「専門教科・科目を履修することに
よって，必履修教科・科目の履修と同様の成果が期待できる場合は，その専門教科・科
目の履修をもって必履修教科・科目の履修の一部又は全部に替えることができる」とあ
る。
　これは，各教科・科目間の指導内容の重複を避け，教育内容の精選を図ろうとするも
のであり，必履修教科・科目の単位数の一部を減じ，その分の単位数について専門教科・
科目の履修で代替させる場合と，必履修教科・科目の単位数の全部について専門教科・
科目の履修で代替させる場合とがある。 
　実施に当たっては，専門教科・科目と必履修教科・科目相互の目標や内容について，
あるいは代替の範囲などについて十分な検討を行うことが必要である。この調整が適切
に行われることにより，より効果的で弾力的な教育課程の編成に取り組むことができる。
　高等学校学習指導要領解説　工業編では以下のように示している。工業に関する学科
においては，例えば，「工業情報数理」の履修により「情報Ⅰ」の履修に代替すること
などが考えられるが，全部代替する場合，「工業情報数理」の履修単位数は，２単位以
上必要である。このことから，「工業情報数理」という科目が共通教科情報科の「情報１」
と目標や内容を調整し同等であると判断すれば，代替が可能となるため，原則履修科目
として位置付ける必要性も出てくる。その意味でこの科目の重要性が出てくる面もある。
　また，令和３年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の数学の
「数学Ⅱ・数学B」と並んで専門教育を主とする農業，工業，商業，水産，家庭，看護，
情報及び福祉の８教科に設定されている情報に関する基礎的科目が出題範囲とされるこ
とが示されている。今後さらに，共通教科情報科の「情報１」は次期大学入試共通テス
トの科目に取り上げられる方向が示されている。以前大学入試センター試験に「工業数
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理基礎」がおかれていたように，出題科目として「工業情報数理」が認められれば，工
業系を学んでいる生徒にとっても次期大学入試共通テストに臨みやすくなり大変励みに
なるものと思われる。
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